
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１７日（金）に、第２回となる学校運営協議会が開催されました。５月の第１回は、新型

コロナの感染拡大防止のため、書面での開催となりましたので、１０名の委員の皆様にお集まり

いただいての初めての協議会となりました。（委員名簿は学校だより第５号に記載） 

今回、ご協議いただいたことは、①前期学校評価と今後の学校経営について、②コロナウイル

スに関するこれまでの対応と当面の対応について、③学校パートナーの取り組みについての３

点で、各委員の皆様より以下のようなご意見等をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、本協議会の会議は、あらかじめ申請すれば傍聴することができます。地域に開かれた信

頼される学校づくりを実現するため、いただいたご意見等をしっかりと学校経営に反映してい

きますので、保護者の皆様には、引き続き、本校の教育活動に対してご理解とご協力を賜ります

ようお願いいたします。 

 

 

 

９月２２日（水）、３回目となる標記活動が行われました。今回の対象は４年生。トライあん

ぐるのお二人から教えていただきながら、時間内に見事に完成させることができました。                         

                           大きな木に、自分の手のひらをか 

たどった花や実？がたくさん飾り付 

けられました。この様子は、学校ＨＰ 

の「今日の一コマ」にも掲載していま 

すので、ぜひのぞいてみてください。 

                           完成した作品は、メディアルーム 

（図書室）に掲示しております。 

小国町立小国小学校 学校だより 

 

令和３年９月２９日（水）発行 第１１号   校 長 浅 井  和 

・登下校時に信号待ちしているとき、車道にはみ出してしまっていることもあるので、指導が必要 

である。また、歩道と車道を分けるポールが設置されている付近の通行についても、同じような 

状況が見られる。 

・教職員の定時退勤に係る評価が低いが、方策はとっているのか。遅くまで残っている先生もいる

ようなので、早く帰れるようにしてほしい。 

・学校の約束事として、服装等においては細かいところまで共通理解が図られていないものもある 

ようだ。禁止するのであれば、その理由を明確に説明して納得してもらう必要がある。 

・保小中高一貫教育を生かし、小国高等学校と連携した活動に取り組めないものか。 

・昨年度、水泳学習ができなかったこともあり、泳力が落ちているように感じた。町の大会等が行 

われていたときと比べても泳力不足を感じる。陸上等も地区大会があるので、できるだけ多くの 

子どもたちに挑戦させたい。 

・登校時に挨拶をしても、返ってこない子どももいる。特に、高学年の子どもたちの挨拶がよくな

るようにしたい。 

（その他、委員の皆様の学校パートナーとしての取り組みについてもご紹介いただきました。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１日（金） 避難訓練 

４日（月） 保護者面談（～８日） 

      特別日課 

１１日（月） 内科検診 

読み聞かせ（３・４年生） 

１２日（火） 体力づくり期間（～２２日） 

１４日（木） ６年生修学旅行（～１５日） 

 

 

 

１８日（月） 昔語り（５・６年生） 

２１日（木） 特別日課（給食なし） 

２５日（月） 読み聞かせ（１・２年生） 

持久走記録会期間（～２９日） 

２７日（水） 昼休みは図書館へ行こう 

       （対象：３年生） 

３０日（土） 家族参観日・学習発表会 

※ 11/１(月) 振替休日 

１０月の行事予定 

～「学窓から」～ 今年度は、本校創立 150 周年を迎える年ということで、児童会でもそれにちなん

だ活動に取り組んでいます。先日は、「創立 150 周年記念マーク」の募集もありました。そうした中、

校章の由来を教えてほしいと運営委員の子どもたちがやってきました。先生方からも同様の声が…。 

 校長室に校章の原本とも言える額縁が掲げられているものの、調べないと…ということで、そこか

らしばらく捜索活動に取りかかることに。額縁の裏、100 周年・120 周年の記念誌、昔の書類、さらに

は歴代の校長先生はじめ、情報を持っていそうな方々へ電話をかけてみましたが、確固たる情報源が

見つかりません。「とんがっているところはペン先をデザイン化したもの」、「いや、ペン先ではないは

ず…」等など、証明するものが出てこない限りは…とあきらめそうになっていたところで、校長室の

金庫にある前に開いたことのある書類を再度見てみると…発見！。きちんと書いてありました。しか

も、そのことを前校長先生、小国中の今校長先生は、ご存じでした。昔のことは昔の人に…という思

い込みが、捜索活動を遠回りさせていたようです。反省…、そして勉強になりました。 

 歴代の関係者の方々も、伝えるすべを怠るはずはありませんよね。私も由来等をまとめて、校長室

にすぐに貼りました。忘れないうちに。（校章は表面の左上にあります） 

 さて、その由来は、「３つのひし形は、飯豊、朝日、吾妻の山をイメージしていて、小国町の地形も

表している。また、雪の結晶のイメージも含まれていて、雪国に住む人々の純朴性を表している。          

中心の部分は、『小国小』の文字を図案化したもので、仲よく集う和を表している。」とのこと。 

なお、昭和３６年１２月１７日、創立９０周年記念式典の記念事業として、ＰＴＡが公募し、小関 

実 氏 の作品が採用されて制定されたのだそうです。 

 

 

１年 加藤 理心、木村 光佑、丹 陽菜詩、佐藤 好晟   

伊藤 和心、今 夢璃琉 

２年 鈴木 陽真、今 朱里 

３年 渡部 快飛、小嶋 大雅 

４年 川上 蓮十、渡部 夏子 

５年 五十嵐 優梨亜、佐貝 綾里紗、高橋 乃愛   

大津 真依子、貝沼 希愛 

６年 相馬 結愛           ※ 敬称省略 

 

 

 

【５・６年の部】 

優秀 ６年 須貝 憐 

佳作 ６年 保科 柾斗 

５年 高橋 愛音 

 

【３・４年の部】 

入選 ４年 瀬齊 向洋 

佳作 ３年 佐藤 あこ 

《第６３回こども県展 入選》 
 

西置賜地区 

《防火ポスター》 
 


